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 [授業の概要・目的]
　『人間の進化と発達』
　発達（Development）の語は、包み込まれた未知の可能性が花開いていく過程を表す魅力的な言
葉として地球上に生まれ、その概念の内容を豊かにしてきました。
　この講義では、人間発達の過程のうち、誕生から成人するまでに焦点をあて、発達のしくみと、
人間独自の発達の魅力と特質について学びます。
　発達の過程では、特に4か月から6～7か月、10か月から1歳半、6歳から9歳、そして思春期・青年
期14歳から20歳代など、ひとつの発達階層から次の発達階層へ飛躍的に移行する時期があることが
知られています。
　この講義では、そのような飛躍が実現するしくみに焦点をあてて、人間の発達の魅力と、発達の
もとになる力の形成を援助する方法について考えていく予定です。
…

 [到達目標]
　１）人間の発達過程の根底を貫いて流れる一般法則を理解するとともに、乳児期、幼児期、児童
期、青年期、成人期の発達の基本的な特質を考察する。
　２）発達の過程で、人間の諸機能がどのようにして形成されるのかを考える。とくに、青年期に
ある自分自身の力量を高め豊かにする方法についての認識を深める。
…
　受講生が、仲間との共同学習を通して、自らのもつ未知の諸機能（人類に共通する心身の諸機能）
の発達の普遍的な原理と機能形成の方法についての理解を深めることができるよう配慮します。
　また、受講生が自分自身の発達の魅力と法則性を新たに発見し、今後の社会生活についての新た
な見通しと希望をもつことができるよう援助していきたいと考えています。
…

 [授業計画と内容]
　次のトピックスについて講義します。各トピックを１～２週ずつ取り上げる予定です。
（序）はじめに
　・発達を学ぶ意義
　・生命・健康・発達の尊重と保障に関する国際動向
（１）人間発達の過程と特質
　１）乳児期：「人識り初めし微笑み」「我識り初めし心の働き」
　２）幼児期：「１歳半の飛躍」「自己信頼性」「新たな時間・空間・価値との出会い」
　３）児童期：「９歳の飛躍」「仲間とともに育ちあう」
　４）青年期：「14歳、心の中に秘密の小箱」「自己同一性の生成・拡散・収束」　
　５）成人期：「20歳の飛躍」「社会的自立モデルとの出会い」
（２）人間の発達と社会問題
　１）神経系・免疫系の基礎
　２）社会問題：放射線障害、発達障害と療育方法、国際協力活動
…
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 [履修要件]
　『発達論Ｂ』（後期開講科目）（いわば未来）を経験することによって、この『発達論Ａ』（い
わば過去）の意義がより深く理解できるので、『発達論Ｂ』との連続した履修を推奨します。
　予備知識は特に必要ありません。文系・理系にかかわらず履修を歓迎します。
…

 [成績評価の方法・観点]
　次のような発達的力量の形成水準と特質を評価します。
　１）人間の発達の大切さと不思議さをとらえ、重要な問題を発見していく力。
　２）主体的・自発的に柔軟に視点を換えて、新たな問題を構想していく力。
　３）仮説を設定し、資料を収集して、事実をもとに丁寧に論理的に筋道立てて結論を導く力。
　授業ごとのミニレポート（40％）と、期末のレポート試験（60％）をもとに、これらの力量の到
達度を総合的に評価し、教育の課題を考察します。
…

 [教科書]
　講義中にプリントを配布します。
　ビデオ映像資料を活用します。
…
 [参考書等]
  （参考書）
田中真介・乳幼児保育研究会 『発達がわかれば子どもが見える』（ぎょうせい）
田中真介・乳幼児保育研究会 『続・発達がわかれば子どもが見える』（ぎょうせい）
田中昌人・田中杉恵・有田知行（写真） 『子どもの発達と診断（５分冊）』（大月書店）
田中昌人 『子どもの発達と健康教育』（クリエイツかもがわ他）
　以上のほか、授業中に適宜紹介します。
…

 [授業外学修（予習・復習）等]
　授業中に指示します。
…

 [その他（オフィスアワー等）]
　文系の学生には、心身の諸機能の発達の神経科学的・生理学的なしくみについて理解を深めるこ
とを希望しています。
　理系の学生には、発達を支える諸機能がどのようにして社会的に形成され充実していくかについ
て理解を深めていくことを期待しています。
…


